






























【正解と解説】

●問題Ⅲ-1
正解は①
床の重量床衝撃音（子供の飛び跳ね等）に対する対策としては、カーペットや畳などの緩
衝材（仕上材）の効果は小さく、床スラブ厚の増加や高剛性化が効果的である。

●問題Ⅲ-2
正解は①
直射日光の色温度（約5,000〜5,500K）に比べ、散乱光を多く含む曇天光の色温度（約
6,500〜7,000K）の方が高い。曇天光の方が低いとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-3
正解は②
ステファン・ボルツマンの法則により、完全黒体から放射される全熱放射エネルギーは絶
対温度の4乗に比例する。絶対温度に比例するとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-4
正解は③
全熱貫流抵抗は、変更前が0.04＋(0.15/1.5)＋(0.03/0.03)＋0.11＝1.25m2・K/W、変更後
が0.04＋0.10＋(0.06/0.03)＋0.11＝2.25m2・K/Wとなり、比率は2.25/1.25＝1.8倍とな
る。

●問題Ⅲ-5
正解は①
湿球温度と乾球温度が一致するのは相対湿度が100%（飽和状態）のときである。相対湿度
50%の未飽和空気では水分の蒸発潜熱により湿球温度の方が低くなる。

●問題Ⅲ-6
正解は②
室内温度が上昇すると皮膚温との温度差が縮まるため顕熱放熱（対流・放射）の割合は減
少し、発汗等の潜熱放熱（蒸発）の割合が増加する。顕熱分の割合が増加するとする記述
は誤りである。

●問題Ⅲ-7
正解は⑤
比エンタルピーの計算式より、初期状態はh1≒17.05kJ/kg(DA)、変化後はh2≒
78.06kJ/kg(DA)となる。比エンタルピー差約61kJ/kgに乾き空気1,000kgを乗じると約61MJ
となる。

●問題Ⅲ-8
正解は④
レシプロ冷凍機は、ピストンがシリンダー内を往復運動して冷媒ガスを圧縮する容積型圧
縮機である。回転型圧縮機とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-9
正解は②
平均空気齢とは、新鮮外気が給気口から導入されて室内の特定地点（測定対象点）に到達
するまでの平均経過時間である。吹出口から排気口に至るまでの時間とする記述は誤りで
ある。

●問題Ⅲ-10
正解は②
高置水槽（高架水槽）の有効容量は、一般に1日の使用水量の1/10〜1/5（約1〜2時間分）
程度で計画される。1/3程度とする記述は過大で不適切である。

●問題Ⅲ-11
正解は⑤



排水立て管内を流下する排水は終局流速に達するとほぼ一定速度となるため、立て管の管
径は最上部から最下部まで同一径とするのが原則である。下階ほど大きくする記述は誤り
である。

●問題Ⅲ-12
正解は③
用途区画は、建築物内に異なる用途（商業施設とホテル等）が共存する場合に火災安全上
それらを区画するものである。居室・廊下・階段間に設ける防煙区画の説明ではない。

●問題Ⅲ-13
正解は④
建築物衛生法において、散水等に用いる雑用水（非水道水利用）の点検（pH、臭気、外
観、残留塩素）は「7日以内ごとに1回（週1回）」実施することが規定されている。

●問題Ⅲ-14
正解は③
WBGTは気温、湿度、輻射熱に加えて、自然湿球温度や黒球温度を通じて気流の影響も間接
的に反映されている。4要素のうち3要素のみが反映されているとする記述は不適切であ
る。

●問題Ⅲ-15
正解は⑤
浮遊微生物のサンプリング法には衝突法やフィルタ法等がある。スワブ法（綿棒拭き取り
法）は壁面や器具等の表面付着菌を採取・検査する手法であり、浮遊菌の捕集法ではな
い。

●問題Ⅲ-16
正解は③
児童30人のCO2発生量は330L/h（0.33m3/h）である。内外濃度差1,100ppm（0.0011m3/m3）
より、必要換気量は0.33÷0.0011＝300m3/hと算出される。

●問題Ⅲ-17
正解は④
デング熱の病原体はデングウイルスであり、ネッタイシマカやヒトスジシマカなどの蚊を
媒介して感染する。黄熱ウイルスが病原体で飛沫・空気感染するとする記述は誤りであ
る。

●問題Ⅲ-18
正解は④
騒音性難聴の初期の特徴的な症状は、高音域である4,000Hz付近の聴力低下（C5ディッ
プ）である。低い周波数（250Hz付近）とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-19
正解は②
電解式リン除去装置において、金属鉄が酸化されて鉄イオン（Fe2+）として水中に溶出す
るのは「陽極（アノード）」である。陰極（カソード）とする下線部②は誤りである。

●問題Ⅲ-20
正解は⑤
水面積負荷（m3/(m2・日)）は沈殿池における沈降分離の設計・管理指標であり、生物酸
化を行うばっ気槽の処理機能因子としては不適切である。

●問題Ⅲ-21
正解は②
除去率90%より処理水BODは20mg/Lである。水路水量90m3/日（BOD 2mg/L）と合流混合後の
濃度は、(10×20＋90×2)÷(10＋90)＝3.8mg/Lとなり、約4mg/Lとなる。

●問題Ⅲ-22



正解は③
硝化反応は好気性条件下で進行するため、溶存酸素が豊富に存在し酸化還元電位（ORP）
は正（プラス）の高い値を示す。負の値を示すとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-23
正解は④
JIS A 3302:2000において、高速道路のサービスエリアにおける屎尿浄化槽の算定単位は
「駐車スペース台数（大型・小型）」等であり、延べ面積を算定単位とする用途ではな
い。

●問題Ⅲ-24
正解は①
JIS K 0102における溶存酸素（DO）の測定方法は、隔膜電極法（ガルバニ電池式・ポーラ
ログラフ式）やウィンクラー法等の滴定法である。イオン電極法とする記述は誤りであ
る。

●問題Ⅲ-25
正解は②
都道府県廃棄物処理計画は、産業廃棄物のみならず、市町村を越える広域処理が必要な一
般廃棄物等も含めた廃棄物全般の適正処理計画である。産業廃棄物に限定する記述は誤り
である。

●問題Ⅲ-26
正解は③
3Rの体系において、原型のまま再使用する「リユース」は、原材料や熱エネルギーとして
再資源化する「リサイクル」とは別個の独立した概念である。

●問題Ⅲ-27
正解は⑤
自動車リサイクル法において、自動車製造業者等に引き取り・再資源化が義務付けられて
いる品目は、シュレッダーダスト、エアバッグ類、フロン類の3品目である。

●問題Ⅲ-28
正解は①
燃焼によって生じた水分が凝結して液体の水になるときの潜熱を含む発熱量は「高位発熱
量」である。低位発熱量は水蒸気のまま凝縮しないとしたときの発熱量である。

●問題Ⅲ-29
正解は③
収集したごみを大型車に積み替える中継施設には、ピットアンドクレーン方式や、コンテ
ナに油圧等で圧縮して積み込むコンパクタ式などがある。

●問題Ⅲ-30
正解は④
破砕工程における爆発対策としては、爆発時の過大な圧力を速やかに外部へ逃がす放散口
（放散ベント）を設けるのが基本であり、室内を密閉する設計は極めて危険で誤りであ
る。

●問題Ⅲ-31
正解は③
廃棄物を低酸素または無酸素状態で加熱して分解・ガス化させる現象は「熱分解（乾留・
ガス化）」である。熱溶融とする記述は不適切である。

●問題Ⅲ-32
正解は②
産業廃棄物最終処分場の施設数は、全国集計において安定型最終処分場が最も多く、管理
型最終処分場が最も多いとする記述は実態と異なり誤りである。



●問題Ⅲ-33
正解は⑤
日降水量深は約4.93mm/日、蒸発散量2.0mm/日を差し引いた浸出水深は約2.93mm/日であ
る。30,000m2を乗じると日発生量は約90m3/日、浸出係数は2.93/4.93≒0.6となる。

●問題Ⅲ-34
正解は①
複数の廃棄物処理施設を同一敷地等に集合して設置する場合、施設間の相互影響や複合影
響を総合的に評価することが合理的であり、個別に単独で実施しなければならないとする
記述は誤りである。

●問題Ⅲ-35
正解は④
放射性物質汚染対処特措法において、8,000Bq/kg超が指定廃棄物（A）に指定される。中
間貯蔵施設では10万Bq/kg超（B）が対象となり、受入見込量は最大約2,200万m3（C）と推
計された。


